
文化力と価値創造に関する特別委員会  議事次第  

 

 

令和６年 12月 1 7日 (火 ) 

午 後 １ 時 3 0 分 ～  

於 ： 第 ４ 委 員 会 室  

 

 

１  開   会  

 

 

２  所管事項の調査  

 

  「伝統行催事の次世代への継承について  

―与謝野三河内の曳山祭を事例として―」  

    参考人：三河内の曳山行事連合会会長  

    参考人：地縁法人大道町内会委員長  村山  周平  氏  

    参考人：地縁法人奥地町内会会長  

    参考人：三河内地区公民館主事  安達  博志  氏  

    参考人：地縁法人大道町内会副委員長  倉橋  慶一  氏  

 

 

３  閉会中の継続審査及び調査  

 

 

４  今後の委員会運営  

 

 ○  管内外調査  

日    程：令和７年１月 28日（火）～ 29日（水）  

 

 

５  そ  の  他  

 

 

６  閉   会  



地域政策室参事 池 松 達 人

文化生活部企画調整理事兼
副部長（文化振興担当）

田 中 圭 一

文化政策室長 梅 原 和 久

文化政策室企画参事 須 田 建 太 朗

文化政策室企画参事 津 田 聡 雄

文化芸術課長 駒 寄 忠 大

観光室参事 山 中 賢

文化財保護課長 石 崎 善 久

（ 計 8 名 ）

【商工労働観光部】

【教育委員会】

文化力と価値創造に関する特別委員会　出席要求理事者名簿
（令和６年12月府議会定例会）

【総合政策環境部】

【文化生活部】



令和６年12月定例会
文化力と価値創造に関する特別委員会

伝統行催事等の次世代継承について

令和６年12月17日
文化政策室・地域政策室



伝統行催事等の次世代継承について

１ 文化を次世代に継承する取組

２ 地域文化を保存・継承する取組

３ 府域全体の誘客・周遊の推進に関する取組
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～１：文化を次世代に継承する取組～

⚫文化の心次世代継承事業【令和６年度～】

目的：学校等に専門講師を派遣し、小中学生等が茶道・華道をはじめとする

生活文化等を体験できる機会を創出

予定：実施件数 147件

⚫全国高校生伝統文化フェスティバル

目的：伝統文化に勤しむ全国トップレベルの高校生が京都に集い、日本文化

の魅力を発信

開催日：令和６年12月14日（土）、15日（日）

テーマ：大切にしたい日本のこころ
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～１：文化を次世代に継承する取組～

⚫京都伝統文化の体験交流広場

目的：こども達が伝統文化の披露・体験を通じて相互に交流できる場を創出

開催日：令和７年１月11日（土）

会場：八幡市文化センター

体験プログラム：ミニ畳づくり、ミニ庭園づくり、縅ミニキーホルダーづくり、

水引アクセサリーづくり、京こまづくり、いけばな体験、

日本舞踊体験、琴演奏体験、三味線演奏体験、和菓子づくり

⚫こころを育む古典の日推進事業

目的：古典の文化的価値を評価するためのフォーラム等を開催し、その魅力を

国内外に発信

フォーラム：【開催日】令和６年11月１日（金） 【会場】宇治市文化センター

朗読コンテスト： 【開催日】令和６年11月16日（土） 【会場】金剛能楽堂
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～２：地域文化を保存・継承する取組～

⚫文化財の保存事業
①文化財を守り伝える京都府基金事業

ふるさと納税制度を活用し、寄附の全額を歴史的建造物の保存・修理や防災対策等の

「文化財保護」に限定し補助する基金。

◇令和６年９月末現在 累計3,606件、２億5,542万円の寄附。

◇令和５年度まで282件の文化財に対し、２億3,598万円を補助。

②文化レジリエンス事業

企業版ふるさと納税制度を活用し、文化財を守り伝える京都府基金事業と同じ基準で

文化財の保存・修理に補助するもの。

◇令和６年９月末現在 累計1,650万8,824円の寄附。

◇令和５年度まで19件、1,782万9,000円を補助。

大正時代建築であり、
所有者は呉服商「釖菱弥（けんびしや）」
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～２：地域文化を保存・活用する取組～

⚫地域文化を活用した地域活性化プロジェクト
文化観光サポーターの設置（R6年11月現在、府内に13人を配置）
・地域の人々が主役となる無形の伝統芸能等を調査し、魅力を掘り起こし、

事業が実施されるよう下支え

・観光コンテンツとして成り立つかどうかを視野に入れつつ、無形の伝統

芸能等の魅力を発信し、観光資源に磨き上げ

①映像作成
・無形の伝統芸能等を映像として保存することで地域文化の継承だけでなく、

その魅力発信を支援

◇R6年度実施内容（予定）

宇治茶手もみ製茶技術(宇治市)、相楽神社正月行事(木津川市)など
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～２：地域文化を保存・活用する取組～

⚫地域文化を活用した地域活性化プロジェクト
②モニターツアー造成
・地域文化の継承につなげるため、保存会等と連携し地域の伝統芸能等の

体験を組み込んだモニターツアーを企画・実施

◇R6年度実施内容（予定）

丹波漆金継ぎ体験＆額田のダシ行事ツアー(福知山市)

丹後ちりめん小唄謎解きツアー(京丹後市)など)

③京のかがやき
・府内にある民俗芸能の魅力をより高めて発信するため、民俗芸能団体を一堂

に集め、光や音楽等の演出を加えたこれまでにない民俗芸能大会を実施

◇開催日：令和７年２月８日(土)

◇会場：祗園甲部歌舞練場



＜観光地域づくりを推進＞

海・森・お茶の京都ＤＭＯの目的と取組

■ 観光消費額の増加等による地域経済の活性化
■ 地域ブランドの確立による定住等の促進と交流人口の拡大

マーケティング

地域資源
磨きあげ

観光商品造成
誘客・流通促進

人材育成
ネットワーク
づくり

事業の柱

～３：府域全体の誘客・周遊の推進に関する取組～
➢ 海の京都、森の京都、お茶の京都各ＤＭＯにおいては、観光地域づくりのプロデューサーとして、地域のブランド

化や地域内での観光交流の拡大等、地域にお金が落ちる取組を通じて、地域の活性化に向けた活動を展開

➢ 観光庁の補助事業等も活用しながら、地域資源を生かした新たな観光コンテンツの開発にも取り組んでいる。

【基本理念と目指す方向】

〇 人と人とのふれあい、「交流」を観光によって活性化し、

交流から生まれる体験や新たな人間関係を基盤に、

訪問された方々の人生を豊かにすることに貢献し、

地域振興に参加していただく

〇 住民が観光に参画するなど地域と観光との連携を強め、

観光が文化振興や産業振興、地域振興につながるような

活動を強化し、観光を通じて地域が良くなっていること

を地域の人が感じていただける「持続性の高い観光」を

実現する。

「海の京都」 観光づくり戦略（平成２９年３月策定、令和６年４月改定）
「森の京都」 地域における観光地域づくり戦略（平成３０年３月策定）
「お茶の京都」ＤＭＯ観光地域づくり戦略（平成３０年３月策定、令和６年８月改定）

京都府観光総合戦略（令和５年７月改定）
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～３：府域全体の誘客・周遊の推進に関する取組

金継ぎ体験

亀京窯陶芸体験

御城印めぐり

踊り子さんによる宮津街中観光

成相寺阿字観体験

宮津踊り体験

文化体験商品の開発



               （案） 

                         令和６年 月 日 

 

 京都府議会議長 石 田 宗 久 殿 

                                           

        文化力と価値創造に関する特別委員長 田 中 美貴子 

 

         閉会中の継続審査及び調査要求書 

 

 本委員会に付されている事件は、下記の理由により、引き続き審査及び調

査を要するものと認めるから、京都府議会会議規則第75条の規定により申し

出ます。 

 

                記 

 

１ 件  名 

   伝統文化、生活文化などの継承・発展や文化と観光、食、伝統産業、先

端産業などあらゆる分野との融合により、新たな価値を創造し、発信する

ための施策について 

 

２ 理  由 

  審査及び調査が結了しないため 



文化生活部

行催事等名
主催者名
（招待者名）

会　場
（市区町村名）

年　月　日

令和６年度全国高校生伝統文化フェスティバル
文化庁、京都府、

京都府高等学校文化連盟
京都コンサートホール

（京都市左京区）
令和６年12月15日（日）

日中平和友好条約45周年記念
世界遺産　大シルクロード展

開会式
世界遺産　大シルクロード展実行委員会

京都府京都文化博物館
（京都市中京区）

令和６年11月22日（金）

「Art Collaboration Kyoto」
オープニングセレモニー

Art Collaboration Kyoto 実行委員会
国立京都国際会館
（京都市左京区）

令和６年10月31日（木）

行催事等に係る委員会調査の結果概要について

京都府立植物園「LIGHT CYCLES KYOTO」
内覧会

京都府、
京都府立植物園アートナイトウォーク

実行委員会

京都府立植物園
（京都市左京区）

令和６年10月17日（木）


